
1月 30日 第５校時 

総合的な学習の時間 第５学年 竹原市立吉名学園 指導者 陶山翔太郎 

ニュース番組制作プロジェクト 

～伝えるプロに！ 報道番組づくりに挑戦しよう！～ 

１ 単元のデザイン 

本単元の目標 

自分たちが体験したことや身近な話題を取り上げニュース番組を制作することを通して，視聴者の興味
を引く内容や方法を考え，情報を発信する上で必要な基礎的な知識や技能を身に付けるとともに，自
分が決定した課題に進んで挑戦し，失敗しても進んで改善を図って最後までやり切ろうとすることが
できるようにする。 

 

単元について 
本単元の主な活動は，校内や地域の様々な話

題を伝えるニュース番組を制作し発信するこ
とである。 
本単元の主な教材は「地域の話題」と「ニュ

ース番組」である。 
「地域の話題」を取り上げることで，児童が

現地へ行ってインタビュー活動や撮影活動に
取り組むことができる。その過程で，情報を収
集する力を育てることができる。 
「ニュース番組」は，短い時間の中で視聴者

に内容を分かりやすく伝えるために，フリップ
を用いて解説したり，事前に制作した映像を放
映したりしている。映像に，意図的にナレーシ
ョンを入れたり，テロップやＢＧＭを入れたり
もしている。これらの工夫を児童が制作するニ
ュース番組に活用させることで，表現する力を
育てることができる。 

 
SDGs の視点：９ 産業と技術革新の基盤を作ろう 
本単元を通して情報を収集し，発信する力を

付けることは，全ての人がＩＣＴ技術をより広
く利用できるようになることにつながる。 

 児童生徒の実態 
本学級の児童は，映像編集を３年生と５年生

の総合的な学習の時間で経験している。しかし，
ニュース番組の制作過程や視聴者に分かりやす
く伝えるための編集・発信の方法についての知
識は乏しい。 
ＩＣＴ活用力については高い傾向にある。ほ

とんどの児童がインターネットを用いて情報を
収集することができる。また，自分が撮影した
写真，図書資料やインターネット，アンケート
で集めた情報を基にプレゼンテーションソフト
を用いてまとめることもできる。さらに，動画
編集ソフトを活用することもできる。 
プレゼンテーション力について，意識調査で

は肯定的回答の割合が 90％以上と高い傾向に
ある。しかし普段の様子からは，伝えたいこと
に合わせた資料を選択することはできるが，そ
れを効果的に活用するまではできていない。 
挑戦する力は徐々に身に付いてきている。１

学期単元において，野外活動を自分たちで企画
し実行する活動では，進んで挑戦し，実践する
ことができていた。 

 

指導の工夫 
(1) プロジェクト型学習 
本気になる課題設定となるように，過去の５年生が制作したニュース番組を視聴させ，「吉名町の良さや

自慢を竹原市の小学生に動画で伝えよう」と単元の目標を提示する。また，自分たちで編集したニュース
番組をタネットで実際に放送してもらう。これらの工夫によって児童が本気になって活動に取り組むこと
ができるようにする。 
ニュース番組の内容を検討する段階で，「吉名町に住んでいるのに自分たちの町の良さや自慢が分から

ない。」，「どんなことを竹原市の小学生が知りたいのかが分からない。」「映像編集でどのようにニュース番
組にするのか分からない。」という困難と出合わせることで，「どうしたらいいのだろう。」という疑問を引
き出す。 
(2) ＩＣＴ活用 
 本単元では，主に協働の場でＩＣＴを活用する。具体的には，インターネットでの情報検索，リモート
でのインタビューやアンケートで活用する。また，動画等を制作する際に活用する。 
(3) シンキングツールの活用 
本単元では，主に以下の４つのシンキングツールを活用する。 

①イメージマップ……学園内や地域でどのような出来事があったのか情報を出す場面で用いる。 
②ベン図    ……複数のニュース番組を比較し，その特長をとらえる場面で用いる。 
③チャート図  ……集めた情報を整理する場面で用いる。 
④ＰＭＩシート ……自分たちが編集したニュース番組を相互評価する場面で用いる。 



２ 単元の評価規準及びルーブリック 

評価の観点 Ｓ（期待以上） Ａ（十分満足できる） Ｂ（概ね満足できる） Ｃ（努力を要する） 

(1) 
知 
識 

・ 
技 
能 

ア 知識 
情報を効果的に伝える技術に関す
る知識を理解し，活用している。 

情報を効果的に伝える技術に関
する知識を理解している。 

情報を伝える技術に関
する知識を理解してい
る。 

情報を伝える技術に
関する知識を理解し
ていない。 

イ 技能 

自分が撮影した映像等を基に，動
画編集ソフトを用いて，自分の伝
えたいことが明確になるような工
夫を取り入れて 30 秒～３分程度
の動画（ＣＭ・番組等）制作するこ
とができる。 

自分が撮影した映像を基に，動
画編集ソフトを用いて，テロッ
プやＢＧＭ等を効果的に入れて
30 秒～３分程度の動画（ＣＭ・
番組等）制作することができる。 

自分が撮影した映像を
基に，動画編集ソフトを
用いて， 30 秒～３分程
度の動画（ＣＭ・番組等）
を制作することができ
る。 

動画編集ソフトを用
いて動画を制作する
ことができない。 

(2) 
思 

考 
・ 
判 

断 
・ 
表 

現 

ウ 課題を発見する力 
  企画する力 

体験や資料の分析から新しい課題
を見付けたり，社会的な広い視野
から課題を見出したりして，課題
解決に向けて様々なアイデアを出
している。 

体験や資料の分析，地域の方の
思いや願いから新しい課題を見
付け，課題解決に向けて，様々
なアイデアを出している。 

体験したり資料を分析
したりする中で新しい
課題を見付け，課題解決
に向けて，様々なアイデ
アを出している。 

体験したり資料を分
析したりしても新し
い課題を見付けられ
ない。また，課題解決
のアイデアを出せな
い。 

エ 活動を計画・ 
推進する力 

課題解決に必要な情報や準備物等
を自分自身で考え，時間的な見通
しをもって，自発的・計画的に活
動を進めている。 

課題解決に必要な情報や準備物
等を教師や友だちの助言を基に
考え，時間的な見通しをもって，
自発的・計画的に活動を進めて
いる。 

課題解決に必要な情報
や準備物等を教師や友
だちの助言を基に考え，
時間的な見通しをもっ
て，計画的に活動を進め
ている。 

課題解決に必要な情
報や準備物等を教師
や友だちの助言を受
けても考えられない。
また，計画的に活動を
進められない。 

オ 情報を収集する力 

事前に考えた質問項目だけでな
く，相手の反応を見ながら，臨機
応変に応対して，より多く，より
深く情報を聞き出している。 

事前に考えた質問項目だけでな
く，相手の反応を見ながら，臨
機応変に応対して，より多くの
情報を聞き出している。 

事前に考えた質問項目
だけでなく，相手の反応
を見ながら，臨機応変に
応対して，情報を聞き出
している。 

事前に考えた質問項
目を聞くだけでイン
タビューが終わって
いる。 

カ 整理・分析する力 

様々な情報を，内容や目的と照ら
し合わせて最も効果的だと思われ
るシンキングツールを選択し，整
理・分析し，共通点や相違点，そこ
から生まれる効果等を捉えてい
る。 

様々な情報をシンキングツール
を用いて整理・分析し，共通点
や相違点，そこから生まれる効
果等を捉えている。 

様々な情報をシンキン
グツールを用いて整理・
分析し，共通点や相違点
を捉えている。 

様々な情報をシンキ
ングツールを用いて
整理・分析しても，共
通点や相違点を捉え
ていない。 

キ 表現する力 

他者の共感を得たり他者を説得し
たりすることができるよう，これ
までに学習したことを生かし構成
や字幕等を工夫しながら動画を制
作している。 

起承転結を意識しながら構成を
考え，映像の組み合わせや字幕，
ＢＧＭなどを工夫しながら動画
を制作している。 

起承転結を意識しなが
ら構成を考え，映像の組
み合わせや字幕，ＢＧＭ
などを工夫しながら動
画を制作している。 

構成や表現を工夫し
た動画を作成してい
ない。 

ク 発想する力 
   工夫する力 

視聴者の傾向を捉え，動画の全体
構成や台詞等，よりよく伝えるた
めの方法を考えて工夫したり，Ｐ
Ｒしたいものをよりよく伝える表
現方法について発想を広げたりし
ている。 

動画の全体構成や台詞等，より
よく伝えるための方法を考えて
工夫したり，ＰＲしたいものを
よりよく伝える表現方法につい
て発想を広げたりしている。 

動画の全体構成や台詞
等，よりよく伝えるため
の方法を考えて工夫し
ている。 

自分なりの工夫を考
えていない。 

ケ 評価する力 

お互いの発表や制作物に対し，よ
い点や改善点等を考えて伝え合う
とともに，自己評価や他者評価を
基に，よりよいものになるように
その都度改善している。 

お互いの発表や制作物に対し，
よい点や改善点等を考えて伝え
合うとともに，自己評価や他者
評価を基に，よりよいものにな
るように改善している。 

お互いの発表や制作物
に対し，よい点や改善点
等を考えて伝え合うと
ともに，進んで他者の指
摘を受けて，よりよいも
のになるように改善し
ている。 

お互いの発表や制作
物に対し，良い点や改
善点などを考えて伝
え合っていない。他者
の指摘を受けても，よ
りよいものになるよ
うに改善していない。 

(3) 

主 
体 
的 

に 
学 
習 

に 
取 
り 

組 
む 
態 

度 

コ 挑戦する力 
やり遂げる力 
（主体性） 

実社会の場でも進んで挑戦し，実
社会の厳しさに臨機応変に対応し
ながら，今の自分ができることを
精一杯行おうとしている。 

実社会の場でも進んで挑戦し，
失敗しても進んで改善を図り，
最後までやり切ろうとしてい
る。 

自分が決定した課題に
進んで挑戦し，失敗して
も進んで改善を図り，最
後までやり切ろうとし
ている。 

自分が決定した課題
に進んで挑戦しよう
としない。失敗したら
あきらめている。 

サ 協働する力 
  （協調性） 

解決したい課題について多様な意
見を出し合い，合意形成を図ると
ともに，自分の主張を通す場面と
他者の主張を受け入れてサポート
に回る場面とのバランスを取りな
がら活動を進めようとしている。 

解決したい課題について多様な
意見を出し合い，合意形成を図
るとともに，協力しながら活動
を進めようとしている。 

解決したい課題につい
て多様な意見を出し合
いながら議論を行うと
ともに，お互いが納得し
ているかどうかを常に
確認し，協力しながら活
動を進めようとしてい
る。 

自分の意見を出そう
としていない。また，
相手が納得するかを
気にしていない。さら
に，協力して活動を進
めようとしていない。 

シ 将来を設計する力 

活動を振り返る中で，自分や友達，
地域のよさに気付くとともに，夢
や希望をもち，自分の将来を切り
拓こうとしている。 

活動を振り返る中で，自分や友
達，地域のよさに気付くととも
に，夢や希望をもち，自分の長
所や短所を理解し，短所を進ん
で改め，長所をさらに伸ばして
いこうとしている。 

活動を振り返る中で，自
分や友達，地域のよさに
気付くとともに，自分の
長所や短所を理解し，短
所を進んで改め，長所を
さらに伸ばしていこう
としている。 

活動を振り返っても，
自分や友達，地域のよ
さに気付いていない。 

 

  



３ 指導と評価の計画（全 20 時間） 

時 学習活動 
 ＩＣＴ 

活用 

シンキング 

ツール 

評価規準 
（評価方法） 

１ 
 

 

●本単元の活動を知り，ニュース番組を制作するという

目標を設定し，計画を立てる。 

・ニュース番組を制作するという活動を知る。 

・過去の５年生が制作したニュース番組を視聴する。 

・どんな話題があるかを話し合う。 

 

一斉 イメージマップ 

(2)ウ 

（行動観察， 

ワークシートの分析） 

２ 

～  
６ 
本 
時 

●ニュース番組の作成に向けて情報収集し，計画を立て

る。 

・インタビューの練習を行い，休み時間を使って先生方

にインタビュー調査をする。 

・先生方から集めた情報を持ち寄り，チャート図に分

類・整理する。その上で，どのニュースを取り上げる

か，分担する。 

・複数のニュース番組を比較し，どのような特徴（工

夫）があるか，また何のためにそのような工夫が行わ

れているのかを話し合う。 

・分析して分かったことを，「ニュース番組づくりの極

意」としてまとめる。 

・ニュース番組を作るために必要な情報を考え，取材の

計画を立てる。 

 

 

協働 
ベン図 

チャート図 

(1)ア 

(2)エ 

(2)オ 

(2)カ 

(3)コ 

（行動観察， 

ワークシートの分析） 

７ 

～  
13 

●ニュース番組制作に必要な情報を集め，それを基に，

映像の編集を行う。 

・ニュース番組制作に必要な情報を集める。 

・使用する映像を選ぶ。 

・映像をつなげたり，不要な部分をカットしたりする。 

・ナレーションや字幕，ＢＧＭを入れる等の工夫をす

る。 

・キャスターの練習をする。 

 

一斉 

協働 
 

(1)イ 

(2)カ 

(2)キ 

(2)ク 

(3)サ 

（行動観察） 

14 

～  
15 

●出来上がったニュース番組を互いに視聴し合って相互

評価したり，ケーブルテレビの方から評価していただ

いたりして，それを基に修正する。 

・友達やケーブルテレビの方から指摘された内容を基に，

番組の修正を行う。 

 

協働 ＰＭＩシート 
(2)ケ 

（振り返りシートの分析） 

16  

～  
18 

●自分たちが制作したニュース番組を発表する。 

・学校放送や吉名未来学発表会で，ニュースを発表す

る。 

・タネット放送と連携し，動画を流してもらう。 

 

協働  

(3)コ 

（行動観察， 

振り返りシートの分析） 

19  

～  
20 
 

●活動を振り返り，できるようになったことや今後取り

組んでみたいことについてまとめる。 

・活動を振り返り，情報を分かりやすく他者に伝える手

段についてまとめる。 

 

一斉 

協働 
 

(2)キ 

(3)シ 

（行動観察， 

ワークシートの分析 

振り返りシートの分析）  

吉
名
町
の
良
さ
や
自
慢
を
ニ
ュ
ー
ス
番
組
に
し
て
伝
え
よ
う 



４ 本時について 

(1) 本時の目標 

複数のニュース番組を比較する活動を通して，ニュースの具体的な構成等の特徴に気付くことができ

る。 

 

(2) 本時の評価規準及びルーブリック 

Ｓ（期待以上） Ａ（十分満足できる） Ｂ（概ね満足できる） Ｃ（努力を要する） 

複数のニュース番組を，シン

キングツールを用いて整理・

分析し，ニュースの具体的な

構成等の共通点や各番組に特

徴的な工夫である相違点に気

付き，その効果を考えている。 

複数のニュース番組を，シン

キングツールを用いて整理・

分析し，ニュースの具体的な

構成等の共通点や各番組に特

徴的な工夫である相違点に気

付いている。 

複数のニュース番組を，

シンキングツールを用い

て整理・分析し，ニュース

の具体的な構成等の共通

点に気付いている。 

様々な情報を，シンキン

グツールを用いて整理・

分析しても，共通点に気

付いていない。 

 

(3) 本時の展開 

学習活動 
指導上の留意点（◇） 

（◆「努力を要する」状況と判断した児童生徒への指導の手だて） 

評価規準 

（評価方法） 

１ これまでの学習を想起する。 

 

 

 

２ 本時の課題を確認する。 

 

 

 

３ 複数のニュース番組を比較して，個

人で共通点や相違点を考える。 

 

 

 

 

 

４ ニュース番組を比較して気付いたこ

とを交流する。 

・共通点や相違点を共有する。 

・共通点に挙げられたもの（テロップ

等）の効果について話し合う。 

 

 

 

◇これまでの学習を想起することができるよ

うに，これまでの学習過程を見通せる掲示

物を提示しておく。 

 

 

 

 

 

◇ニュース番組を比較することができるよう

に，複数のニュース番組を提示する。 

◆ニュース番組の工夫を見付けにくい児童に

は見る視点を伝える。（ナレーション・テ

ロップ・ＢＧＭ・映像のアップやルーズ

等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

複数のニュー

ス番組を，シ

ンキングツー

ルを用いて整

理・分析し，

ニュースの具

体的な構成等

の共通点に気

吉名町の良さや自慢をどのようなニュース番組にしていくか実際のニュースから構成を考えよう。 

ニュース番組の工夫 

・事前にニュースの内容を要約して伝えて

いる。 

・映像には，ナレーションやテロップ， 

ＢＧＭを入れる。 

・映像には，アップやルーズがある。 



 

 

 

 

 

５ どのような構成で番組を編集してい

くかをグループで話し合う。 

 

６ 話し合った内容を全体で交流する。 

 

 

 

７ 本時の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇発表内容を整理し，これからのニュース番

組作成の手本にできるようにする。 

 

 

付いている。 

（行動観察， 

振り返りシート 

の分析） 

 

(4) 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 準備物 

○電子黒板 

○Chromebook 

○映像教材 

 

 

1月 30日(月)○め   吉名町のよさや自慢をどのようなニュース番組にしていくか実際のニュースから構成を考えよう。 

・ナレーション 
・テロップ 
・ＢＧＭ 
・映像 
・アップ・ルーズ 

・食レポ 

・店の全体の映像 

・インタビュー 

・画像 

・その場所での特徴 

・今年の抱負 

・イラスト 

・地図 

・風景の映像 


